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 現在の県内感染状況は、インフルエンザが減少、新型コロナウイルス感染症が増加傾向にあります。 

年末年始にかけて、忘年会や帰省などがあり人の移動や密があったことが要因と考えられます。 

院内では皆さんも承知のように、年始からインフルエンザ・コロナウイルス感染症が発生しています。  

少しの油断が感染を広げることになります。病原体は眼にみえないからこそ日常的に対策を  

継続していきましょう。 

また、元旦早々に発生した「能登半島地震」を教訓に、災害時の感染対策について掲載しましたので参考に

してください。 

★2023年 アルコール手指消毒剤使用量報告 

●災害時の感染症対策はどうすればよいのでしょうか 

⇒日頃から準備しておきたい感染症対策避難グッズ 

・マスク ・体温計 ・手指消毒剤 ・ペーパータオル ・ハンドソープ ・除菌用アルコールティッシュ ・ウエットティッシュ 

・乳幼児用品（洗浄綿、哺乳瓶消毒液、紙コップ、紙おむつ） ・お尻拭き（乳幼児・介護用） ・生理用品 ・義歯洗浄剤 

・大人用紙おむつ ・お薬手帳 ・母子健康手帳 ・使い捨て手袋 

 

⇒避難所でこころがけたいルール  

・すべての人がマスクを着用する ・手指消毒を徹底する ・ソーシャルディスタンスを意識する ・食事中の感染対策 

・毎日検温と症状チェック ・トイレとシャワー時のルールを遵守する ・換気や清掃、消毒を定期的に協力して行う  

・ごみの捨て方に注意する ・土足は厳禁（靴は各自で管理） ・洗濯は家庭ごとに行う 

 

⇒発症しやすい感染症 

衛生状態の悪化、食事の偏りと疲労による免疫力の低下、密状態になると下記のような感染症が発生します。 

・新型コロナウイルス感染症 ・インフルエンザ  ・食中毒（感染性胃腸炎） ・傷の化膿（黄色ブドウ球菌感染症） 

・破傷風 ・肺炎 ・結核 ・麻疹 ・水痘 ・疥癬 

 

 

 

 

 

⇒感染症が疑わしい場合 

・避難所のスタッフに速やかに報告する 

・専用スペースがあれば移動する（換気ができる部屋が望ましい） 

・食事や物資の配布は、専用スタッフがするのが望ましい 

   

 

☆妊産婦に多い 

・乳腺炎 

・膀胱炎 など 

 

☆乳幼児に多い 

・ロタウイルス 

・水痘 など 

 

☆高齢者に多い 

・尿路感染症 

・誤嚥性肺炎 など 
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※11月から特に病棟スタッフの使用量が減少傾向にあります。これでは感染防止対策が欠落しても仕方ない状況です。 

タイミングよく手指消毒を実施してください。 

2023年 アルコール手指消毒剤使用量報告 
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